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天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

に
隣
接
す
る
「
す
ぱ
ー
く

天
王
」
は
、
屋
内
運
動
場

と
し
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず

多
く
の
方
々
か
ら
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
が

管
理
運
営
し
て
い
る
も
の

で
、
年
間
の
利
用
者
は
ス

ポ
少
や
一
般
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
、ペ
タ
ン
ク
協
会
な
ど
、

延
べ
一
四
、
〇
〇
〇
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
人
気
の
あ
る
の
が

夜
間
照
明
の
も
と
で
、
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
に
親

し
め
る
こ
と
。社
協
で
は
、

今
年
度
も
皆
さ
ん
の
体
力

向
上
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ

よ
う
、
よ
り
使
い
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

体力アップに、仲間づくりに広く利用されています

すぱーく天王 活況！！！ すぱーく天王 活況！！！ すぱーく天王 活況！！ △はつらつプレー、スポ少サッカー

△“2017年”ねんりんピック近し�ペタンク協会!!
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2社協では近隣の声かけ運動を推進しています支え合う安心な地域づくりをすすめます

平
成
二
十
八
年
度
潟
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
計
画
並
び
に
予

算
（
案
）
が
、
理
事
会
（
三
月
二
十
五
日
）・
評
議
員
会
（
三
月
二
十

八
日
）
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
の
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
は
多
種

多
様
と
な
り
、
既
存
の
制
度
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
も
の
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
潟
上
市
社
協
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
を
初
年
度

と
す
る
第
一
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
地
域
住
民

や
行
政
、
福
祉
関
係
者
の
方
々
と
の
協
働
の
も
と
に
、
事
業
の
円
滑
な

推
進
を
図
る
と
共
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
支
援
の
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

１

在
宅
福
祉
の
充
実

①
要
援
護
者
の
把
握
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
の
強
化

②
ふ
れ
あ
い
安
心
電
話
の
周
知
　

③
地
域
に
根
ざ
し
た
「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
拡
大

④
介
護
用
品
支
給
及
び
寝
具
洗
濯
乾
燥

サ
ー
ビ
ス
の
推
進

⑤
生
活
困
窮
者
支
援
対
策
へ
の
対
応

⑥
た
す
け
あ
い
資
金
の
適
正
な
活
用

２
障
が
い
児
・
者
の
自
立
支
援
の
強
化

①
障
が
い
児
・
者
の
社
会
参
加
の
た
め

の
相
談
機
能
の
強
化

②
家
族
介
護
者
交
流
会
の
開
催

③
居
宅
介
護
事
業
の
推
進

３

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

①
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
の
強
化

②
介
護
支
援
事
業
の
推
進

③
訪
問
介
護
事
業
の
推
進

④
訪
問
入
浴
事
業
の
周
知

⑤
介
護
予
防
事
業
の
周
知

４

地
域
防
災
体
制
の
強
化

①
要
援
護
者
並
び
に
高
齢
者
世
帯
へ
の

防
災
の
周
知

②
地
域
防
災
訓
練
の
周
知

③
除
雪
体
制
の
強
化

５

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

①
福
祉
座
談
会
の
開
催

②
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

６

地
域
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進

①
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
の
検
討

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
養
成

７

子
育
て
支
援
と
高
齢
者
の

社
会
参
加
の
支
援

①
世
代
間
交
流
の
推
進

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
周
知

③
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
地
域
開

催
の
推
進

８

福
祉
教
育
の
推
進
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

①
福
祉
教
育
並
び
に
事
業
へ
の
支
援

②
要
援
護
世
帯
の
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

③
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
探
検

隊
の
開
催

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
開
設

⑤
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
周
知

⑥
市
民
や
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
促
進

９

広
報
活
動
の
充
実

①
社
協
事
業
の
周
知

②
重
点
事
業
の
周
知

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

10

財
政
基
盤
の
強
化

①
補
助
金
、
助
成
金
、
委
託
費
の
確
保

②
会
員
加
入
の
Ｐ
Ｒ
、
会
費
・
寄
付
金

の
確
保

③
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
推
進

11

体
制
整
備
の
促
進

①
組
織
運
営
及
び
事
業
の
再
編

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
強
化
・

推
進

新
理
事
に

三

浦

正

雄
氏

（
飯
田
川
地
区
）

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日
開
催
の

評
議
員
会
に
お
い
て
選
任
。

（
欠
員
に
伴
う
理
事
の
選
任
）

新
た
に
評
議
員
に
は

鎌

田

久
氏

（
飯
田
川
地
区
）

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
開
催
の

理
事
会
に
お
い
て
選
任
。

（
欠
員
に
伴
う
評
議
員
の
選
任
）

法人運営……………………………… 70,541

ボランティア ………………………… 1,497

たすけあい資金貸付 ………………… 5,402

生活福祉資金貸付事務 ………………… 257

生活福祉資金相談体制整備 …………… 900

家族介護支援対策受託 ……………… 1,737

緊急通報体制整備受託 ……………… 5,220

老人憩いの家・創作館管理運営 …… 1,939

心配ごと相談所 ………………………… 484

屋内ゲートボール場 ………………… 3,738

共同募金配分金 ……………………… 2,743

福祉基金運営 ………………………… 1,587

居宅介護支援………………………… 14,377

訪問介護……………………………… 23,396

訪問入浴 ………………………………… 568

障害福祉サービス …………………… 9,070

特定旅客自動車運送 …………………… 796

シルバー人材センター……………… 40,157

その他 ………………………………… 5,996

合　計　190,405

始
動
�
平
成
二
十
八
年
度

事
業
・
予
算（
案
）を
承
認

�
基
本
計
画
と
重
点
事
業

重点目標 

1  

総
合
的
な
生
活
支
援
（
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
）
の
推
進 

2  

地
域
防
災
体
制
の
強
化 

3  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進 

4  

広
報
活
動
の
充
実 

28年度 

主な事業内訳

△ひとにやさしいまちづくり探検隊

△ボランティア研修

●

!!



過
日
、
天
王
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、「
心
配

ご
と
相
談
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催

は
潟
上
市
社
協
。

近
年
、
認
知
症
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
「
ご
近
所
と

の
ト
ラ
ブ
ル
」、「
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
」
等
の
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
相
談
に
対
応
す
る

た
め
に
、
講
師
兼
パ
ネ
リ
ス
ト
に
潟
上
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
　
小
野

一
志
氏
を
招
き
、
相
談
員
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
相
談
員
か
ら
は
、「
認
知
症
は
、
誰
も

が
発
症
す
る
か
も
し
れ
な
い
事
な
の
で
、
温
か
く
見

守
れ
る
地
域
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」、「
地
域

で
暮
ら
す
認
知
症
の
人
を
、
周
囲
が
理
解
し
、
さ
り

げ
な
く
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
と
気
づ
か
さ
れ
た
」

等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
相
談
業
務
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
を
、
参
加
者
一

同
で
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
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4「思いやり」を大切にしましょう

潟
上
市
社
協
と
し
て
、
初
の

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
す
る
中
に
あ
っ
て
、
平

成
二
十
八
年
度
を
ス
タ
ー
ト
年

と
し
て
、
平
成
三
十
二
年
度
ま

で
の
五
カ
年
の
地
域
福
祉
の
活

動
計
画
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
福

祉
を
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
、
話
し
合
い
、
支
え
合

っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地

域
社
会
の
構
築
を
目
指
す
も
の

で
す
。

計
画
の
基
本
理
念
は
「
共
に

支
え
、
共
に
た
す
け
あ
い
、
共

に
い
き
る
　
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
」
で
す
。
計
画
の
体
系

と
し
て
は
、
四
つ
の
基
本
目
標

と
具
体
的
な
活
動
計
画
と
し
て

十
一
の
基
本
計
画
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
個
別
の
実
施
計

画
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
三
の

事
業
の
現
状
と
課
題
、
そ
し
て

方
向
性
や
目
標
に
つ
い
て
示
し

ま
し
た
。

次
号
よ
り
、
基
本
目
標
毎
に

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
、
昭
和
セ
ン
タ
ー
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、
皆
様
に
教

わ
る
こ
と
が
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
日
々
の
業
務
を
大
事
に
し
て
、

一
日
も
早
く
地
域
福
祉
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

伊
藤
　
圭
介

（
昭
和
セ
ン
タ
ー
）

長
く
介
護
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
社
会
福
祉
に
携
わ

る
こ
と
は
以
前
か
ら
の
目
標
で
し

た
。
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
ま
ち
で
、

地
域
の
方
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

西
村
優
貴
子

（
総
務
課
兼

天
王
セ
ン
タ
ー
）

新規採用職員を 

紹介します
 

共
に
こ
の
ま
ち
で
生
き
る

共
に
こ
の
ま
ち
で
生
き
る 
共
に
こ
の
ま
ち
で
生
き
る 

「
潟
上
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

潟
上
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」 
「
潟
上
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」 

刊
行 

△地域を語る（福祉座談会）

△第一次計画（Ｈ28～Ｈ32）



みなさんのお役にたてる社協を目ざします

一
 人
 暮
 ら
 し
 

交
 流
 会
 の
 ご
 案
 内
 

一
 人
 暮
 ら
 し
 

交
 流
 会
 の
 ご
 案
 内
 

一
 人
 暮
 ら
 し
 

交
 流
 会
 の
 ご
 案
 内
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5 見守りはみんなのやさしさで

理事会15名（会長１名 副会長２名） 会長 石川　久悦 

監事会３名 
評議員会31名 

地区委員会 

事務局長 

鈴木　　司 

専
門
部
会 

法人運営 

調査広報 

在宅地域福祉 

ボランティア 

シルバー人材センター 

センター長 

関谷　良広 

センター職員 

西村　健也 

ボランティア 
センター 

 

福 祉 団 体 

福祉団体事務・事業 

シルバー人材 
センター 

会計職員 

小玉　一幸 

天王地区担当職員 

沼田　　豊 
昭和・飯田川地区担当職員 

菅原健之助 

秋田県共同募金会潟上市委員会 
会長  石川　久悦 

審査委員会 

地区委員会（天王・昭和・飯田川） 

事務局  古仲由美子 

会計事務・地区事務担当者 

総　務 

センター職員 

鎌田　天嗣 

センター職員 

伊藤　洋子 

センター職員 

西村優貴子 

副センター長 

佐々木恵子 

センター職員 

伊藤　圭介 

 

センター職員 

山平　幸恵 

経  理 

小玉　一幸 

介護保険課長 

猿田コト子 

介護保険・障害者自立支援・介護予防事業 

ケアマネージャー 

猿田コト子 

鎌田ひろ子 

菅原サナエ 

介護職員 

嵯峨　都子 

小林　和子 

鎌田ひろ子 

訪問入浴職員 

菅原サナエ 

鎌田ひろ子 

介護職員（非常勤） 

桑原　洋子・藤原　廣子 
藤田　和子・佐藤巳枝子 
川上　恵子・米谷タチ子 
武田　明子・菊地登美子 

訪問入浴職員（非常勤）桜庭美香子 

天王センター 昭和センター 飯田川センター 

居宅介護支援事業 訪問介護事業 訪問入浴事業 

管理者 
鈴木　　司 

管理者 
鈴木　明美 

管理者 

猿田コト子 

看護師（非常勤） 

藤原多喜子 
サービス提供責任者 

鈴木　明美 

小林　千秋 

畔上　洋子 

経  理 

二田沙緒里 

庶　務 

長門麻友子 

庶　務 

古仲由美子 

今
年
も
七
十
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
み
な
さ
ん

を
対
象
と
し
た
「
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

Ａ
コ
ー
ス
、
Ｂ
コ
ー
ス
と
お
好
き
な
コ
ー
ス
を
選

ん
で
参
加
で
き
ま
す
。

お
食
事
や
温
泉
、
歌
や
お
話
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（

会
費
は
お
一
人
五
百
円
で
す
）

Ａ
コ
ー
ス

日
　
　
時
▼
平
成
28
年
５
月
16
日
（
月
）

見
学
場
所
▼
道
の
駅
し
ょ
う
わ

ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
あ
き
た

交
流
場
所
▼
天
王
温
泉
く
ら
ら

Ｂ
コ
ー
ス

日
　
　
時
▼
平
成
28
年
５
月
24
日
（
火
）

見
学
場
所
▼
小
玉
醸
造
㈱

交
流
場
所
▼
天
王
温
泉
く
ら
ら

※
バ
ス
等
の
関
係
で
、
ご
希
望
の
コ
ー
ス
に
添
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
申
込
み
は
、
５
月
10
日
（
火
）
ま
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
各
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



「平成28年熊本地震義援金」を募集 「平成28年熊本地震義援金」を募集 潟
上
市
社
会
福
祉
協
議
会 パ

ー
ト
職
員

パ
ー
ト
職
員 

パ
ー
ト
職
員

パ
ー
ト
職
員 

パ
ー
ト
職
員 
求
む
求
む
 

求
む
 !!!!!!

〜

予
約
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
!! 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜 

かたがみ社協だより 2016年（平成28年）５月１日発行

6皆様からの会費は社協の重要な自己財源です

編
集
後
記

編
集
後
記 

編
集
後
記 

心
地
よ
い
季
節
と
な
り
、
新
年
度
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
社
協
だ
よ
り
は
、
社
協
の
事

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
福
祉
活
動
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
を
目
標
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
地

域
で
行
っ
て
い
る
福
祉
活
動
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
福
祉
に
つ
い
て
新
た
に

気
付
く
こ
と
も
あ
り
、
市
民
の
皆
様
か
ら

色
々
な
形
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
潟
上
市
社
協
で
は
福
祉
活
動
計

画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
福
祉
活
動
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
新
し
い
職
員
も
加
わ

り
、
職
員
一
同
新
た
な
気
持
ち
で
地
域
福
祉

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
本
会
の
活

動
に
ど
う
ぞ
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
西
村
）

【
香
典
返
し
】

飯
田
川
（
妹
川
浜
）
鈴
　
木
　
　
　
明
様

飯
田
川
（
駅
　
前
）
伊
　
藤
　
　
　
悟
様

昭
　
和
（
槻
　
木
）
鈴
　
木
　
　
　
勉
様

昭
　
和
（
岡
井
戸
）
瀬
　
下
　
博
　
一
様
　

昭
　
和
（
新
　
関
）
伊
　
藤
　
喜
代
子
様

昭
　
和
（
佐
　
渡
）
泉
　
　
　
明
　
子
様

天
　
王
（
上
北
野
）
目
　
黒
　
好
　
子
様

あ
り
が
と
う 

　    　ご
ざ
い
ま
す 

皆
様
の
善
意
は
市
民
の
福
祉
の
た
め

大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
20
日
ま
で
の
受
付

職
　
種

・
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
）・
訪
問
入
浴
看
護
師

仕
事
の
内
容

在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す

る
方
を
対
象
に
訪
問
し
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

資
　
格

介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護

職
員
初
任
者
研
修
終
了
者

（
ヘ
ル
パ
ー
二
級
）、
普
通
自

動
車
免
許

社
協
で
は
、「
気
軽
に
相
談

で
き
る
心
配
ご
と
相
談
所
」

を
毎
週
木
曜
日
、
各
セ
ン
タ

ー
（
※
１
）
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
予
約
の
必
要
も
な
く
、

電
話
で
も
受
け
付
け
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
の
内
容
は
、
金
銭

関
係
、
ご
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、福
祉
に
関
す
る
こ
と
等
、

様
々
な
こ
と
を
受
け
付
け
て

勤
務
時
間

週
間
勤
務
表
に
基
づ
く

（
週
三
日
〜
四
日
程
度
、
一

日
二
時
間
程
度
、
土
・
日

祝
日
の
訪
問
）

時
　
給

一
、
一
〇
〇
円

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
票
も

ご
確
認
下
さ
い
）

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
に

つ
い
て
は
、
潟
上
市
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
。

�
８
７
７
―

２
６
７
７

い
ま
す
。

（
※
１
　
月
に
一
度
は
司
法
書
士

相
談
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。）

詳
し
く
は
、
各
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
天
王
セ
ン
タ
ー

８
７
８
―

６
５
３
８
　

�
昭
和
セ
ン
タ
ー

８
７
７
―

５
０
１
７
　

�
飯
田
川
セ
ン
タ
ー

８
７
７
―

２
６
２
７

潟上市身体障害者協会 
会員募集 

潟上市身体障害者協会 
会員募集 

内　容
潟上市身体障害者協会では、会員を募集しています。
文化・スポーツ事業をとおして多くの方々と交流し

ましょう。
（例：グラウンドゴルフ大会、一泊研修旅行）

問合せ先

潟上市身体障害者協会
（潟上市社会福祉協議会天王センター内）
電話：０１８―８７８―６５３８（担当 鎌田）

平成28年４月14日に熊本県内において地震が発生
し、大きな被害をもたらしております。

熊本県共同募金会、中央共同募金会では、被災さ
れた方々を支援することを目的に、「平成28年熊本
地震義援金」を募集しています。

熊本県共同募金会の義援金受付窓口

�募集期間（平成28年４月15日�）～平成28年６月30日�
�義援金振込窓口
肥後銀行　水道町支店（普）1281400

社会福祉法人熊本県共同募金会

熊本銀行　花畑支店　（普）0025449
（肥後銀行、熊本銀行各本支店での窓口振込みの手
数料は無料です）

中央共同募金会の義援金受付窓口

�募集期間（平成28年４月18日�）～平成28年６月30日�
�義援金振込窓口
三井住友銀行　東京公務部 （普）0162585

（福）中央共同募金会熊本地震義援金
（本店・支店間の窓口からの振込手数料は無料です）

●

●

●

●

（金）

（月） （木）

（木）


